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第 1章　　植生の多様性と分布

樹木には，樹高の高い高
こうぼく
木や，高木よりやや

低い亜
あ
高
こうぼく
木，成長してもその高さが亜高木には

達しない低
ていぼく
木が見られる。また，葉の形から広

こう

葉
よう
樹
じゅ

と針
しん
葉
よう
樹
じゅ

に，冬季や乾季に落葉するかどう

かで落
らく
葉
よう
樹
じゅ

と常
じょう
緑
りょく
樹
じゅ

に分けることができる。な

お，日本を含む東アジアの暖温帯に見られる，

厚くてつやのある葉をもつ常緑広葉樹を照
しょう
葉
よう
樹
じゅ

という。

また，木に巻きついて成長するつる植物，木

などに着生する着
ちゃく
生
せい
植
しょく
物
ぶつ

などが見られる。

冬のように生育しにくい期間をどのように過

ごすかという点から，冬芽とよばれる芽に着目

して，生活形を見ることもできる。常緑で枝の

先に冬芽をもつヤブツバキ，落葉した枝に冬芽

をつけるケヤキ，地上部は枯れて地表付近に冬

芽をもつミヤギノハギ，地上部がすべて枯れて

しまい地下部に冬芽をもつアマドコロなど，さ

まざまな生活形が見られる（図5）。

図4　一年生植物（左，エノコログサ）と多年生植物（右，カ
タクリ）の地下部の比較　エノコログサは細い根だけをもつ。
カタクリはりん茎をもち，そこに養分を貯蔵する。

図5　植物のいろいろな冬の過ごし方
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熱帯および亜熱帯の海岸や河
か

口
こう

の浅
あさ

瀬
せ

には，マン

グローブとよばれる常緑低木または常緑高木の植生

が発達することがある。日本では沖縄などでマング

ローブが見られる。マングローブを構成する植物の

中には，メヒルギやオヒルギのように地中から呼
こ

吸
きゅう

根
こん

を出す生活形をもつものがある。泥中の根には通
つう

気
き

組
そ

織
しき

が発達し，呼吸根を使って大気中から必要な

酸素の一部を取り込んでいる。
マングローブのようす（沖縄県）　多数の呼吸根が見ら

れる。写真の樹木はヤエヤマヒルギである。

マングローブの生活形とその役割
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